







































初演は、1885 年 2月 7日、ルネッサンス座で初日を迎えた（4）。上演は 3月 16 日ま
で続き、合計で 32回、上演された。更に同年の 12月 21 日には、再演され、この
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17）「Objectif」という匿名の名前で、上演初日以前の 11 月 12 日、「フィガロ」紙
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は 1891 年 1 月 1 日に午前 8時に、セーヌ県の市民裁判所に出頭しなければ










それを裏付けるように、12 月 20 日には、友人たちがベックを招待して、パー
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ためには何も書いていなかった。」（Henry Becque : Oeuvres Complètes. Tome. 6. 
P.130）.と書き、反自然主義の立場を明確にしている。そういう誤解を生んだ
契機は、1881 年のゾラ作「居酒屋」の劇評を好意的に書いたことだったよう
である。（L’Union Publique.  le 27.Sep.1881.参照）
